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平成２４年度 まち・住まい・交通の創蓄省エネルギー化モデル構築支援事業

モデル構想（概要）
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新エネ・EVモビリティで実現する函館発回遊ネットワーク構想
～多様なエネルギーを活かす自立型地域を目指して～

函館市は国内有数の観光都市として知られ 平成27年には新幹線延伸も控えている しかし 観光産業の更なる活性化や公

代表提案者 (株)テーオー小笠原

協同提案者 三菱重工業(株)、三菱自動車工業(株)、(株)ＪＴＢコーポレートセールス、函館自動車工業(株)
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函館市は国内有数の観光都市として知られ、平成27年には新幹線延伸も控えている。しかし、観光産業の更なる活性化や公
共交通網の拡充といった課題も顕在化しつつある。このため、公共交通を補完するＥＶシェアリングを核としたエネルギーネッ
トワークや多機能エネルギーステーションの構築を通じ、「訪れたい」「滞在したい」「住みたい」と思われる地域づくりを目指す。

ＥＶ

（１）ＥＶシェアリン
グを核としたエネ

• 函館市内及び道南地域をエリアとし
て、電気自動車（ＥＶ）等によるカー
シェアリングのネットワークを構築。

• 観光拠点（函館山、五稜郭等）に
EV充電設備等を備えたシェアリング
ポ トを整備 観光客の域内回遊と

シェアリングポート

エネルギーステーション

グを核としたエネ
ルギーネットワー

ク構築

ポートを整備。観光客の域内回遊と
拠点間移動を実現。

• 地域住民及び地元企業の新たな
公共交通としても機能。

• 災害時等にはEVを非常用電源とし
て活用。

• 道の駅/交通結節点/主要観光地
などに、多機能エネルギーステーシ
ンを整備

（２）多機能エネ
ルギーステーショ
ンの構築による創
蓄省エネ化推進

ョンを整備。
• EV等のシェアリング拠点、エネルギ
ー利用の効率化拠点、地域住民の
コミュニティ促進拠点、地域の防災
拠点として活用。

• EV充電設備等とともに、太陽光発設備 、 陽
電や鉄道回生電力の蓄電設備等の
配置も検討。
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弘前地域の資源を活用したエネルギー地産地消まちづくり構想
～グリーン水素へのエネルギー変換による「つくる」・「はこぶ」・「ためる」の実現～

代表提案者 弘前市

津軽地域は風力・波力・バイオマス等の豊かな再生可能エネルギー資源を有しているものの、季節・地域間の需給ギャップ等の
課題を抱えている。このため、エネルギーの輸送・貯蔵を可能とする媒体として「水素」に着目し、地域の再生可能エネルギーか

Step１ 弘前地域での水素供給 Step２ 津軽地域全体での水素供給

つくる はこぶ

都市部で使用

つかうためる

貯蔵により需要に合わせて供給

課題を抱 る。 、 ネ ギ 輸送 貯蔵を可能 する媒体 水素」 着目 、地域 再 可能 ネ ギ

ら、「つくる」「はこぶ」「ためる」を実現する「グリーン水素による地域エネルギー地産地消モデル」の確立を目指す。

風力

下水汚泥

地熱
りんごジュースの

搾りかす

燃料電池による熱・電力供給
『地域内でのエネルギー、

資金の循環の実現』
『津軽地域全体でのエネルギー、

資金の循環の実現』
化石燃料同様に貯蔵が可能

波力

Ｈ2

Ｈ2

森林バイオマス

下水汚泥
廃棄物

太陽光

りんごの剪定枝

搾りかす

Ｈ

Ｈ2

市内の様々な自然エネルギー、
未利用資源から水素を製造

Ｈ2

熱、電気、輸送用燃料として供給でき、

災害に備えた貯蔵施設としても機能

輸送用燃料としての使用

森林バイオマス

リーディングＰＪ①

下水汚泥を活用した水素製造実証

リーディングＰＪ②

弘前市内での燃料電池バス運行による
積雪寒冷地での長期間の燃料電池自動車運転試験

実
証

下水汚泥
水素

積雪寒冷地での長期間の燃料電池自動車運転試験

燃料電池バス

Ｈ2

水素

Ｈ2

証
実
験
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つくば環境スタイル”SMILe”を具現化する
住民主導の「サスティナブルコミュニティモデル」構想

代表提案者 大和ハウス工業株式会社 つくば支店

協同提案者 NTT都市開発(株)、 (株)プレイスメイキング研究所
©MRI

つくば研究学園都市は 多くの先端技術や知識が集積し 高い市民力（自治意識と環境意識）を有するエリアである 当該エリつくば研究学園都市は、多くの先端技術や知識が集積し、高い市民力（自治意識と環境意識）を有するエリアである。当該エリ
アで先行的に宅地開発が進められる葛城Ｃ４３街区において、これらのポテンシャルを活かした「サスティナブルコミュニティ」
のモデルを構築し、「環境モデル都市」つくばの目標とする「つくば環境都市スタイル”SMILe”」の具現化を目指す。

①「つくば環境スタイルサ 葛城C 43街 全体

Ｈ２５年３月 つくば市は「環

①「つくば環境スタイルサ
ポーターズ」を活用した街
区全体での「サスティナブ
ルコミュニティ」の形成

葛城C-43街区全体での
コミュニティ形成

→コミュニティ全体での
サポーターズへの参加 ②コミュニティ全体で周辺

の都市機能と連動した省エ
ネインセンティブプログラ

将来的にエネルギー
・Ｈ２５年３月、つくば市は「環
境モデル都市」に。
・コンセプトは「つくば環境スタ
イル」 ”SMILe”～みんなの知
恵とテクノロジーで笑顔にな HEMS

街区としてのＥＭＳ（エ

リアエネルギーマネジメ

ントシステム）
インセンティブ

ネインセンティブプログラ
ムの実施

制御型CEMSへ発展

る街～

統合HEMS EMS

（既存街区も将来的に包含）

既存戸建街区

新規戸建街区

１７５世帯 新規集合街区

２３０世帯

④新規戸建街区における３電池

③研究機関、公共交通等と連携
し、低炭素自動車の普及に向け
た、次世代モビリティの利活用方
法の実証

１００世帯＋ＨＥＭＳの先進的環境配慮型
戸建住宅の街区単位での展開
（インフラとしての低炭素型住
宅の整備）

市内研究機関 研究学園駅 つくば市役所
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EV・PVを核とした企業コミュニティ主動の倉敷活性化・グリーン化構想
～地域に根付く創蓄省エネルギー化モデルの実践～

代表提案者 JFE商事株式会社 岡山支店

協同提案者 住友三井オートサービス株式会社、倉敷地所株式会社、三菱自動車工業株式会社、西日本三菱自動車販売株式会社、丸五ゴム工
業株式会社、倉敷まちづくり株式会社、倉敷製帽株式会社、株式会社いのうえ、カモ井加工紙株式会社、株式会社倉敷アイビースク
エア、株式会社丸文、萩原工業株式会社、倉敷商工会議所

©MRI

倉敷市は、水島地域にEV(電気自動車)の製造拠点を有するほか、地場企業が地域貢献の観点からまちづくりを牽引するなど、
地域住民や観光客の足としてEVを受け入れるポテンシャルがある。このため、地場企業のコミュニティが主体となり、EVシェアリ
ング及びPV(太陽光発電)の持続的なビジネスモデルを構築することで、地域全体の活性化とグリーン化を目指す。

① 企業 ミ テ が主体の敷地（屋

リーディングプロジェクト①
地域モビリティ＆地域防災に繋がる

ハイブリッド型ＥＶシェア事業

リーディングプロジェクト①
地域モビリティ＆地域防災に繋がる

ハイブリッド型ＥＶシェア事業

リーディングプロジェクト②
地域創省エネ・低炭素＆地域防災に

繋がるＰＶ事業

リーディングプロジェクト②
地域創省エネ・低炭素＆地域防災に

繋がるＰＶ事業

ズ ① 企業コミュニティが主体の敷地（屋
根）借りＰＶ事業

② ＥＶシェア事業の利益で投資資金
を準備

③ 平常時は固定価格買取制度を活

【フェーズ1】事業スタート
観光客・出張客のレンタカー的利用
が主のハイブリッド型シェア

【フェーズ2】マイカー感覚
カーシェア的利用の浸透・拡大

用して売電
④ 災害時は避難所の電源やＥＶの

充電設備として活用

【フェーズ3】福祉EV車両導入
医療・福祉分野への拡大

【フェーズ4】マイカーとしても普及
地域に根付いたEVによるまちづくり

出典：倉敷観光WEB http://www.kurashiki-tabi.jp/ 4



薩摩川内の地域多様性を活かした観光・住民交流の促進モデル構想
～エネルギーが支える、人々が行き交い住み続けたいまちを目指して～

～

薩摩川内市は、島しょ部（シマ）、市街地（マチ）、山間部・農村部（ヤマ）など、多様な地理的特性を有し、地域独自の課題
が存在する。 「エネルギーのまち」として市内の多様なエネルギー資源を活用し、「シマ」活性化（エコアイランド）モデル、
「マチ」QOL（生活の質）向上モデル 「ヤマ」定住化モデルづくりを目指す

代表提案者 鹿児島県薩摩川内市

「マチ」QOL（生活の質）向上モデル、「ヤマ」定住化モデルづくりを目指す。

市街地（マチ） 山間部・農村部（ヤマ）島しょ部（シマ）

市民と地域の交流を促すスマートアクセスの実現を図る。（交通・観光）
情報通信技術を活用し、より快適なライフスタイルの実現を図る。（交通・くらし）

全体構想 スマートグリッドの整備・スマートハウス導入・賢いエネルギーの使い方に配慮した生活様式・エコまちの実現を図る。（くらし）
HEMS端末により生活支援系サービスを提供し安心・利便性の高い生活環境を創出する。（くらし）
エネルギー関連施設を結び「エネルギーのパビリオン化」を図る。(観光)

甑島における電気自動車導入実証事業
川内駅～川内港におけるシャトルバスの

電気バス化事業島しょ部、市街地、山間部・農村部ごとのリーディングプロジェクト

• 電気自動車をリース方式で導入
• 平日は主に市公用車として支所で活用、
週休日は主に観光客向けのレンタカー
として運行

• 利用者（観光客等）より、電気自動車の
走行データや充電頻度等に関するデー

• 平成26年春からの川内港発新高速船
就航に伴い、川内駅と川内港との間を
運行するシャトルバスに電気バスを導
入、地域交通のグリーン化へ

• 運行事業者の公募、電気バス及び電気
バス用充電設備の入札を実施走行データや充電頻度等に関するデー

タ収集を行い、将来的なエコアイランド
化に向けた具体的取組へ

• 島内の市支所 レンタカー（カーシェア）

甑島における超小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ導入実証事業

バス用充電設備の入札を実施

• 創蓄省エネ機能を備えたスマートハウ
スを導入、本住宅を活用した実証実施

• 本住宅を普及啓発・施策発信の拠点と
位置付 市内外から 来訪者 情報

市内中心部における
スマートハウス導入実証事業

電気自動車

電気バス

島内の市支所、レンタカ （カ シェア）
事業者、観光団体、地区コミュニティ協
議会等に超小型モビリティを導入

• 市民モニターを募り、実際の生活の中
での体験機会を提供

• 利用者（市民等）より、超小型モビリティ
に係る走行距離、位置情報及びバッテ

位置付け、市内外からの来訪者に情報
提供

スマートグリッド実証試験

• 市内全戸に対し、電力需要等に関する
意識調査を実施

超小型モビリティ

電気自動車

スマートハウス

(図出所)薩摩川内市次世代エネルギービジョン行動計画、薩摩川内市観光協会HP、国土交通省HP

リー残量等に関するデータを収集
• 主に市民の利便性の向上を図るととも
に、将来的なエコアイランド化に向けた
具体的取組へ

意識調査を実施
• 市民モニターを募り、スマートメーターや
「エネルギーの見える化」端末を導入、
季節や時間帯に応じた最適需要パター
ンの確立を促進
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